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木古内消防署では、町民に広く消
防活動を紹介し地域の安全、安心を
支える消防への理解と関心を高める
ことを目的として、毎年９月に「消
防フェア」を実施しています。
このイベントは消防庁舎を会場と

して、水消火器体験、放水体験、煙
体験、消防車・救急車乗車体験など
の各種コーナーや、救助救出訓練の
内容を戦隊ヒーローものにアレンジし
て展示するなど、毎年趣向を凝らし
ています。
昨年はイベントの目玉として道南

ドクターヘリ見学会も行い、ヘリの
離発着を間近で見た来場者から大歓
声があがるなど楽しんでいただきまし
た。今後も防火防災の意識、消防活
動への理解を高めるために、「消防
フェア」の開催を継続していきたいと
思っています。

「消防フェア」を実施しています

北海道  渡島西部広域事務組合消防本部

江戸川消防署では、危険物安全週
間に合わせて本庁の査察課機動査察
係と連携し、24時間営業のセルフ
スタンドに対し、一斉立入検査及び
査察教養を実施しました。
教養方法は、新たな取り組みとし

て、予防部査察課より配置された火
災予防支援端末装置（タブレット）の
テレビ電話機能を用いて、普段専従
員が行う立入検査に同行できない交
替制職員に対して、タブレットの映
像を大型モニターに出力し、消防署
内にいながらにして教養できる実況

生中継方式として実施しました。
教養受講者からは、「テレビ電話
での実況生中継は、実際に現場に行っ
て検査を実施しているような臨場感
があり、ただ資料を見て勉強するよ
りも、わかりやすかった」等の声があ
がり、タブレットを活用した実況生
中継による実務教養の効果を実感し
ました。
今後更に予防業務全般において、
タブレットの積極的な活用を推進す
ることで、業務の効率化及び適正化
を図っていきます。

タブレットを活用した実況生中継！ 立入検査リアルタイム教養を実施！！

東京消防庁・江戸川消防署

旭市消防本部では、市内で実施さ
れる各種イベント等において、住宅
用火災警報器の設置促進と適正な維
持管理について、年間を通し市民へ
呼び掛けを行っています。
今回は、６月３日㈰に行われた旭

市消防操法大会会場において、旭市
のイメージアップキャラクター「あさ
ピー」も参加し、設置状況や点検の
有無を含めたアンケート調査と広報
活動を実施しました。
新築住宅に加え、既存住宅につい

ても住宅用火災警報器の設置が義務

付けられてから10年を経過したこと
から、初期に設置された住宅用火災
警報器の中には、本体の劣化や故障、
電池切れを起こすものがあると考え
られます。
今回実施したアンケート調査結果
によると、半年以内に点検を実施し
た世帯の割合は、非常に低いことが
判明しました。これからも引き続き
効果的な広報活動を実施し、設置率
の向上と適正な維持管理の促進に取
り組んでいきたいと考えています。

住宅用火災警報器に関する広報活動

千葉県  旭市消防本部
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仁淀消防組合消防本部・消防署、
いの町消防団本部・伊野分団屯所を
建て替え、４月13日㈮から運用し
ています。新庁舎は敷地面積1,138
㎡、延床面積2,359㎡、鉄骨３階建
て（一部５階建て）、通信指令室を免
震構造としました。２階にも駐車ス
ペースを確保し、限られたスペースに、
訓練塔やトレーニング室、放水訓練
室などを設置しています。
南海トラフ地震等への対策として
発電設備を設置、更にバックアップ
として通信機器用にポータブル発電

機による電源を確保し有事の備えと
しています。分団屯所と併設するこ
とで、災害時出場車両の３号車、４
号車的な運用が可能となり、日頃か
ら連携した活動を行っています。平
時においては、消防団員に自主防災
組織の訓練で、防災指導を受け持っ
てもらっています。
管内は北部に四国山脈を有し、中

央には仁淀ブルーで知られる仁淀川
が流れており、新庁舎を活用し、山
岳救助、水難事故対応の防災拠点と
しての役割を担っていきます。 高知県  仁淀消防組合消防本部

宝塚市東消防署では、梅雨や台風
等の水害多発時期を迎えるにあたり、
５月22日㈫、23日㈬に、実災害を
想定した水防工法訓練を実施し、体
験活動週間（トライやる・ウィーク）
の中学生も訓練に参加しました。
訓練内容は、道路側溝から雨水が
溢れて付近住宅に浸水の恐れがある
との想定で、水防工法の作成及び現
場指揮所を開設して無線交信を行う
など、災害現場活動と同じ実動訓練
を実施し、初日は、重機を使用して
水防工法作成を行いました。

また、消防訓練場周辺の自主防災
会に対して訓練見学の案内を行い、
２日間で多数の自主防災会会員に参
加していただき、訓練見学に参加し
た自主防災会会員に対して、活動内
容の解説や使用資器材の説明、土の
う作成方法、水防資器材取扱い、家
庭でできる水害対策法の展示・説明
などを行い、自主防災会の防災意識
及び地域防災力の向上を図りました。

兵庫県  宝塚市消防本部

水防工法訓練を実施

新庁舎落成

高島市消防本部では、６月17
日㈰に2018たかしま子どもフェス
ティバルにおいて、住宅用火災警報
器「とりカエル」キャンペーンを実施
しました。
屋外会場では、住宅模型の展示に
よる住宅用火災警報器の設置場所や
維持管理について説明を行いました。
また、屋内会場では、とりカエルくん
がステージ上から、「住宅用火災警
報器、10年たったらとりカエル」と
呼びかけました。
多くの市民の方々から、「とりカエ

ルくんかわいい」、「住宅用火災警報
器の取り換えの説明が分かりやすかっ
た」などの声をいただき、住宅用火
災警報器の維持管理について興味を
もっていただくことができました。

滋賀県  高島市消防本部

住宅用火災警報器「とりカエル」キャンペーンを実施

2300.indd   51 2018/07/17   16:09


